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豊と
よ

葦あ
し

原
は
ら
の

瑞み
ず
ほ
の穂

国く
に

の
風
景
が
あ
る
ま
ち

三

川

町

　

「
豊
葦
原
瑞
穂
国
」
（
と
よ
あ
し
は
ら
の
み
ず

ほ
の
く
に
）
と
は
、
日
本
国
の
美
称
の
一
つ
。

日
本
書
紀
に
あ
る
「
豊
芦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
国
」

の
簡
略
体
で
、
豊
か
な
広
々
と
し
た
葦
原
の
よ

う
に
、
み
ず
み
ず
し
く
美
し
い
稲
穂
が
実
る
国

と
い
う
意
味
で
す
。

　

三
川
町
は
、
庄
内
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
町
の
大
部
分
が
水
田
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

秋
に
は
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
穂
の
風
景
が
一

面
を
彩
り
ま
す
。

　

古
来
よ
り
美
し
い
と
さ
れ
て
き
た
「
豊
葦
原

瑞
穂
国
」
の
風
景
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
三
川
町

に
あ
り
ま
す
。
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日
本
有
数
の
穀
倉
地　

庄
内
平
野

優
雅
に
流
れ
る
赤
川

凛
と
そ
び
え
立
つ
鳥
海
山
と
出
羽
三
山

そ
ん
な
庄
内
の
真
ん
中
に
三
川
町
は
あ
り
ま
す

四
季
折
々
の
自
然
に
抱
か
れ
な
が
ら

自
然
と
共
存
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す

あ
た
か
も
時
間
の
流
れ
が
ゆ
っく
り
と
感
じ
る
よ
う
に

そ
れ
は
こ
こ
に
住
む
人
々
の
心
に
も
影
響
し

笑
顔
が
つ
な
が
る
ま
ち
と
な
って
い
ま
す

菜
の
花
の
よ
う
に
や
さ
し
く

け
や
き
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く

そ
し
て
稲
穂
の
よ
う
に
豊
か
な
ま
ち

実
り
多
き
大
地
に
生
ま
れ

厳
し
さ
の
な
か
で
己
を
磨
き

そ
し
て
い
の
ち
を
紡
い
で
い
く
こ
と

小
さ
な
三
川
町
は　

今

大
き
く
躍
動
し
て
い
ま
す



日
本
有
数
の
穀
倉
地　

庄
内
平
野

優
雅
に
流
れ
る
赤
川

凛
と
そ
び
え
立
つ
鳥
海
山
と
出
羽
三
山

そ
ん
な
庄
内
の
真
ん
中
に
三
川
町
は
あ
り
ま
す

四
季
折
々
の
自
然
に
抱
か
れ
な
が
ら

自
然
と
共
存
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す

あ
た
か
も
時
間
の
流
れ
が
ゆ
っく
り
と
感
じ
る
よ
う
に

そ
れ
は
こ
こ
に
住
む
人
々
の
心
に
も
影
響
し

笑
顔
が
つ
な
が
る
ま
ち
と
な
って
い
ま
す

菜
の
花
の
よ
う
に
や
さ
し
く

け
や
き
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く

そ
し
て
稲
穂
の
よ
う
に
豊
か
な
ま
ち

実
り
多
き
大
地
に
生
ま
れ

厳
し
さ
の
な
か
で
己
を
磨
き

そ
し
て
い
の
ち
を
紡
い
で
い
く
こ
と

小
さ
な
三
川
町
は　

今

大
き
く
躍
動
し
て
い
ま
す



01
一人ひとりが輝き、

　やさしさあふれるまち

まちづくり基本理念
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まちづくりの基本理念　01

健やかに産み育てられる環境の整備
たくましく、確かな知識と個性豊かな魅力ある人材の育成
健康で安心して暮らせる地域社会の構築
一人ひとりの思いが実を結ぶ地域社会の実現

【健康まつり】
各町内会が主体となって毎年公民
館などで実施しています。

【縄ない体験活動】
小学生が地元の老人クラブとの縄
ないや凧揚げなどを通して、地域
交流、世代間交流を行っています。

一人ひとりが輝き、

　やさしさあふれるまち

　

年
齢
や
性
別
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
だ
れ
も
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
の
1
つ
と
し
て
掲
げ
、
次
の
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

生
ま
れ
育
つ
こ
と
が
で
き
る
子
育
て
環
境

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
対
す
る

家
庭
や
地
域
、
職
場
の
意
識
啓
発
を
図
り
、

子
育
て
を
社
会
全
体
で
理
解
し
、
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
た
く
ま
し
く
、
確
か
な
知
識
と
個
性
豊

か
な
魅
力
あ
る
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、

自
ら
の
学
び
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
学

習
環
境
を
整
備
し
、
確
か
な
学
力
の
定
着

と
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
基
礎
を
育
み
ま

す
。
ま
た
、
地
域
や
家
庭
、
学
校
の
連
携

を
促
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
力
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

◆
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、

だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
な
か
で
、

生
き
が
い
を
も
っ
て
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
を
構
築
し
ま
す
。

◆
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
実
を
結
ぶ
地
域

社
会
の
実
現
の
た
め
、
生
涯
学
習
講
座
等

の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
芸
術
文
化
活
動
の
促
進
や
社
会
体

育
活
動
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
多
様
な

交
流
の
機
会
を
創
出
し
、
町
民
の
自
主
的

な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
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02
快適で美しく、

やすらぎに満ちたまち

まちづくり基本理念

8



まちづくりの基本理念　02

豊かな自然環境の保全
魅力的な居住空間の創造
安全で利便性の高い生活基盤の整備
防犯・防災・交通安全対策の充実

【鶴岡市消防署三川分署】
旧庁舎の老朽化に伴う改築工事を
行い、平成 28 年 3 月から新庁舎で
業務を開始しています。

【道路花壇植栽作業】
毎年、老人クラブ連合会の協力に
より、町道の花壇への植栽活動を
しています。

快適で美しく、

やすらぎに満ちたまち

　

美
し
い
自
然
と
安
全
性
や
利
便
性
が
調

和
し
た
心
や
す
ら
ぐ
ま
ち
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
快
適
で
美
し
く
、
や

す
ら
ぎ
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
の
2
つ
目
に
掲
げ
、
次
の
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
、

地
球
温
暖
化
防
止
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
の
意
識
啓
発
や
普
及
を
促
進
し
、
美

し
い
生
活
環
境
を
保
持
す
る
こ
と
で
、
豊

か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
進
め
ま
す
。

◆
多
様
な
住
宅
需
要
に
応
え
る
住
宅
用
地

を
確
保
し
な
が
ら
、
住
ん
で
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
魅
力
的
な
居
住
空

間
や
、
安
全
と
安
心
、
う
る
お
い
と
や
す

ら
ぎ
を
実
感
で
き
、
防
災
等
の
多
面
的
機

能
を
備
え
た
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
安
全
で
利
便
性
の
高
い
生
活
基
盤
の
構

築
の
た
め
、
町
内
外
を
結
ぶ
多
様
で
重
層

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
幹
線
道

路
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

◆
住
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
支
え
る

た
め
、
上
水
道
や
下
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
や
治
水
、
防
雪
対
策
に
つ
い
て
、

計
画
的
な
整
備
と
維
持
管
理
を
進
め
ま
す
。

◆
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の
充
実

の
た
め
、
家
庭
や
学
校
、
町
内
会
等
と
連

携
し
て
、
規
範
意
識
の
醸
成
に
つ
な
げ
ま

す
。

◆
近
隣
市
町
や
関
係
機
関
、
町
内
会
の
自

主
防
災
組
織
や
消
防
団
と
協
力
し
な
が
ら
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
生
命
の
安
全
を
確
保

す
る
仕
組
み
を
整
備
し
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
ま
す
。
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03
人と産業が躍動し、

豊かさで潤うまち

まちづくり基本理念

10



まちづくりの基本理念　03

発展性の高い土地利用の推進
競争力に優れた企業の誘致
活力ある産業の育成
交流人口の拡大

【水稲の直播栽培】
農作業の低コスト・省力化のため
の水稲の直播栽培の普及に努めて
います。

【みかわ産業団地】
産業団地の拡張整備による企業誘
致を行っています。

人と産業が躍動し、

豊かさで潤うまち

　

多
様
な
交
流
と
活
発
な
産
業
活
動
が
行

わ
れ
る
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
人
と
産
業
が
躍
動
し
、

豊
か
さ
で
潤
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
の
3
つ
目
と
し
て
掲
げ
、
次
の
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
発
展
性
の
高
い
土
地
利
用
の
推
進
の
た

め
、
庄
内
地
域
の
中
心
地
と
い
う
地
理
的

条
件
や
高
速
交
通
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能

な
ど
の
高
い
利
便
性
を
生
か
し
、
優
良
農

地
の
保
全
に
配
慮
し
な
が
ら
、
新
た
な
住

宅
地
形
成
や
産
業
集
積
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
若
者
の
定
住
化
や
新
た
な
雇
用
の
創
出
、

町
内
産
業
の
活
性
化
を
推
進
し
、
地
理
的

条
件
や
交
通
の
利
便
性
を
生
か
す
と
と
も

に
、
本
町
の
自
然
景
観
や
環
境
に
配
慮
し

な
が
ら
、
競
争
力
に
優
れ
た
企
業
の
誘
致

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
活
力
あ
る
産
業
の
育
成
の
た
め
、
農
業

に
つ
い
て
は
、
競
争
力
を
高
め
る
た
め
の

経
営
体
制
強
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模
小
売
店
、
事
業

所
等
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
産
業
や
経
済
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

◆
交
流
人
口
の
拡
大
の
た
め
、「
い
ろ
り

火
の
里
」
を
中
心
に
、
観
光
資
源
の
再
整

備
や
掘
り
起
こ
し
を
進
め
な
が
ら
、
交

流
・
情
報
発
信
機
能
を
強
化
し
、
商
工
会

や
農
協
、
観
光
協
会
な
ど
と
協
力
し
て
、

付
加
価
値
の
高
い
地
場
産
品
の
販
路
拡
大

と
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。
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▲【出産祝金】
　子どもを産み育てやすい環境づく
りを一層推進するため、出産祝金と
して、第1子に10万円、第2子に30
万円、第3子以降には5年間毎年10
万円を支給しています。
　また、不妊に悩む方の経済的負担
を減らすための支援も行っています。

【子育て支援】

▲

　子育て支援センターを中心に、未
就園児を対象としたわんぱく広場な
どを開催しています。
　また、子どもの医療費助成として、
県助成に上乗せし、中学生までの入
院及び通院医療費の完全無料化を本
町独自の施策として実施しています。

▲【学校教育】
　「学びが楽しい、かかわりが楽し
い、また明日来たくなる学校」を教
育指導の重点として設定し、子ども
達に対し、自ら考える力、豊かな人
間性、たくましく生きる力の指導を、
各校それぞれが主体性を持って進め
ています。

▲【幼児教育】
　「心豊かで　たくましい子どもに
育てる」を幼児教育の目標に掲げ、
保幼一体化施設「みかわ保育園・幼
稚園」と、認可保育施設「いのこ保
育園」において、それぞれの機能を
生かした、質の高い保育・幼児教育
を進めています。

三川町公民館
（農村環境改善センター）

三川町議会議場 三川町役場

笑顔つながる協働のまちづくりに向けた取り組み

（その1）

み か わ 自 慢 ！
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▲【介護予防】
　住み慣れた地域で安心して暮らし
ていけるように、在宅における医療
と介護の連携を図るとともに、地域
包括支援センターを中心に介護予防
にも積極的に取り組んでいます。
　認知症キャラバンメイトによる
「認知症サポーター養成講座」を実
施し、認知症を支えるサポーターを
養成しています。

【住まいづくり】

▲

　定住人口の増加を促進するため、
宅地開発を推進するとともに、住宅
の建設や取得、リフォーム工事等に
対する助成を行っています。
　また、「空き家バンク制度」を活
用し、空き家等の利活用の促進を図
っています。

【健康づくり】

▲

　楽しみながら積極的に健康づくり
に参加できるよう、健康ポイント制
度の「みかわマイチャレ」を実施し
ています。
　また、健康相談や保健指導のほか、
各町内会における健康まつり等の開
催を支援しながら、健康増進に係る
意識の醸成を図っています。

▲【道路整備】
　舗装劣化が著しい幹線町道等の舗
装改良や、浸水対策を図るための側
溝整備、通学路等における安全施設
の整備とともに、冬季の地吹雪等に
より交通障害をきたしている路線の
交通確保のため防雪柵を設置するな
ど、より安全性の高い道路整備を行
っています。

横山小学校 みかわ保育園・幼稚園 社会福祉センター

笑顔つながる協働のまちづくりに向けた取り組み

（その1）

み か わ 自 慢 ！

【みかわ自慢！】笑顔つながる協働のまちづくりに向けた取り組み（その1）
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【防災・防犯】

▲

　各町内会の自主防災組織の活動を
支援するとともに、防災行政無線の
デジタル化や消防積載車等の整備な
ど、消防防災力の強化を図っていま
す。
　防犯対策として、町内会と連携し、
防犯灯の整備や、LED化を推進して
います。

▲【交通安全】
　駐在所と連携を図りながら、保育
園・幼稚園でのかもしかクラブによ
る交通安全ルールの指導や、各小学
校での自転車教室を行うなど、子ど
も達への交通安全指導を行っていま
す。
　また、交通安全推進協議会を中心
に、交通安全の普及・啓発活動を実
施しています。

【地域間交流】

▲

　自然、文化、人々との交流を楽し
むグリーン・ツーリズムなどの都市
部との交流活動を積極的に行ってい
ます。
　横浜市立浦島小学校の農業体験の
受け入れや、都内で三川産米を販売
している組織との農業体験交流を通
し、町と町の特産品のファンを増や
す取り組みをしています。

三川中学校 押切小学校 東郷小学校

▲【産業振興】
　国内屈指の米づくり専心地域とし
て、こだわりの米づくりを支援し、
競争力に優れた経営体制の強化を図
っています。また、農業だけでなく、
中小商工業へのオーダーメイド型支
援を行い、地域産業の活性化を図っ
ています。

笑顔つながる協働のまちづくりに向けた取り組み

（その2）

み か わ 自 慢 ！
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【土地利用・雇用創出】

▲

　地域特性に応じた土地利用の推進
を図り、民間開発に係る土地利用調
整を行っています。
　雇用の創出につながる優良企業の
誘致に向けてPR活動を行うとともに、
住環境整備にも取り組んでいます。

【生涯学習】

▲

　幼児の保護者を対象とした「よみ
きかせ講習会」や、60歳以上の方
を対象とした「菜の花大学」など、
幅広い層を対象とした多くの講座・
事業を開催しています。知識や技術
の習得だけでなく、心の豊かさや生
きがいづくりにもつながっています。

▲【スポーツ】
　スポーツの多様化する町民ニーズ
に応え、だれもが生涯にわたり生き
がいや健康づくりなどの目的でスポ
ーツを楽しめる事業を体育関係団体
と連携して開催しています。
　また、安全・安心してスポーツに
取り組める環境整備にも計画的に取
り組んでいます。

【議会活動】

▲

　開かれた身近な議会をめざし、地
域での活動報告や、小・中学生との
意見交換会を開催しています。
　特に議会広報に力を入れており、
広く住民に議会活動を周知するとと
もに、日ごろから住民の声に耳を傾
け、町政につながる活動を行ってい
ます。

鶴岡市消防署三川分署 屋内多目的運動施設
（アスレなの花）

町民体育館
町民グラウンド

笑顔つながる協働のまちづくりに向けた取り組み

（その2）

み か わ 自 慢 ！

【みかわ自慢！】笑顔つながる協働のまちづくりに向けた取り組み（その2）
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▲【お米】
　豊富な水資源に恵まれた肥沃な三
川の土地は、全国有数の穀倉地帯を
誇っています。
　農業は本町の基幹産業であり、そ
の中心が「お米」です。つや姫をは
じめ、有機米や特別栽培米など特色
ある米づくりを行っています。

【野菜】

▲

　長ねぎ、枝豆、パプリカ、メロン
などたくさんの種類の野菜が生産さ
れています。中でも、町内で多く生
産されている品目は「長ねぎ」と
「しいたけ」です。
　近年では「彩り野菜」として、目
で楽しみ、食べてもおいしい野菜を
生産する取り組みも広がってきてい
ます。

▲【横山八幡神社春祭】
　昔から、それぞれの集落には氏神
様を祀る社があり、一年の豊作を祈
願し、そしてその収穫を共に喜び合
いました。社に対する人々の思い
が、横山八幡神社春祭のように、そ
れぞれの地域に根差した伝統行事を
生み、今に受け継がれています。

▲【ラーメン】
　山形県は人口に対するラーメン店
舗数の割合が全国1位ですが、三川
町はその割合をさらに上回るほど近
年、ラーメン店が増えています。町
内には製麺所もあり、多くは縮れ細
麺です。醤油ベースの中華そば以外
にも、店舗により鯛や鳥ダシなどを
使ったいろいろな味のラーメンが楽
しめます。

なの花ホール なの花温泉　田田
宿泊施設　田田の宿

三川町文化交流館
（アトク先生の館）

山野草園

みかわの特産品・観光

み か わ 自 慢 ！
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▲【菜の花畑】
　町の花である「菜の花」が、春に
は鮮やかな黄色で町内を彩ってくれ
ます。
　道の駅庄内みかわのそばには、約
60aの面積の「菜の花畑」があり、
菜の花まつりの会場として使用され
るほか、春の撮影スポットとしても
人気があります。

【山の神けやき】

▲

　けやきは町の木であり、押切新田
地内には、樹高25メートル、目通
りの幹周りで6.4メートル余の太さ
がある山の神けやきがあります。樹
齢は350年から400年超と推定され
ています。
　町の指定文化財になっています。

【さをり織り】

▲

　さをり織りとは、はた織りのひと
つです。特定非営利活動法人はんど
めいど糸蔵楽では、可愛いマスコッ
トやめがね入れなどの実用品から、
タペストリー、ドレスなどの芸術的
な作品まで幅広く一点一点心を込め
て製作しています。

▲【道の駅庄内みかわ】
　この駅は、庄内地方が育んだ農村
文化の発信と、交流をテーマに整備
されました。庄内地方の真ん中に風
格のある施設群で構成されています。
温泉、宿泊施設、ホールのほか、三
川の特産品の直売所「物産館マイデ
ル」等、様々な交流が図られていま
す。

庄内青果物地方卸売市場 山形県消防学校
防災学習館

山形県庄内総合支庁

みかわの特産品・観光

み か わ 自 慢 ！

【みかわ自慢！】みかわの特産品・観光
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地
域
交
流
と
子
育
て
支
援
の
拠
点
整
備

地
域
交
流
・
子
育
て
支
援
施
設

　

定
住
人
口
拡
大
の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
「
地

域
交
流
・
子
育
て
支
援
施
設
」
を
、
3
年
後
の

完
成
を
目
指
し
、
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
役
場
庁
舎
北
側
の
桜
木
地
区

に
建
設
予
定
で
あ
り
、「
地
域
交
流
エ
リ
ア
」・「
学

童
保
育
エ
リ
ア
」・「
子
育
て
支
援
エ
リ
ア
」
か

ら
な
る
、
平
屋
建
て
床
面
積
約
2
，3
0
0
㎡
の

複
合
的
な
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
交
流
エ
リ
ア
は
、
地
域
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
、
地
域
交
流
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
、

住
民
の
文
化
活
動
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
多
目
的
に

利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

　

学
童
保
育
エ
リ
ア
は
、
放
課
後
児
童
の
保
育

機
能
を
持
つ
施
設
で
す
。

　

子
育
て
支
援
エ
リ
ア
は
、
幼
児
・
児
童
が
自

由
に
体
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
、

乳
幼
児
を
抱
え
る
世
代
の
交
流
や
社
会
活
動
を

支
援
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

2016.12
三川町地域交流・子育て支援施設

NO.DATE

SCALE外観イメージ 04
S=none

（基本設計　外観イメージ図）
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（基本設計　平面図）

2016.12
三川町地域交流・子育て支援施設

NO.DATE

SCALE外観イメージ 04
S=none
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み
か
わ
の
川
を
満
喫
す
る

か
わ
ま
ち
づ
く
り

　

町
の
中
央
を
流
れ
る
赤
川
は
、
古
く
か
ら
多

く
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
、
地
域
住
民
の
飲
料
水
、

農
業
用
水
の
供
給
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
舟
運

が
も
た
ら
し
た
歴
史
・
文
化
・
風
土
は
、
現
在

に
お
い
て
も
歴
史
的
文
化
と
し
て
地
域
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
で
は
、
豊

か
な
水
と
緑
に
包
ま
れ
た
河
川
空
間
を
生
か
し
、

町
民
の
健
康
志
向
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
生

態
系
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
計
画
で
は
、
町
民
憩
い
の
場
・
文

化
交
流
活
動
・
健
康
増
進
・
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
多
面
的
な
公
園
の

整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
河
川
空
間
で
あ
る

「
か
わ
」
と
産
業
・
歴
史
・
文
化
と
い
っ
た
「
ま

ち
」
を
連
携
さ
せ
、
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
魅
力
あ
る
「
か
わ
」
と
「
ま
ち
」
に
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

駐車場

ふれあい広場
田田大橋

駐車場

休憩広場

多目的広場

駐車場
駐車場

スポーツ広場

赤 川

赤 　 川

看板

監視カメラ

引込柱

通路

車止

青
龍
寺
川

連結ブロック

連結ブロック

連結ブロック

物置

スポーツ広場
●サッカーなど
●多様な利用が可能な芝生のグラウンド

動物ふれあい広場
●芝生の広場

エントランス
●駐車場の近くに配置
●トイレ、あづまや、水飲み場など

ランニングコース
●広場外周道路を活用
●500ｍ、1000ｍ、1500ｍを設定

遊具広場
●スイング遊具など

親水護岸
●水に近づける階段護岸

管理施設
●管理棟、トイレ、倉庫
●駐車場
●案内板

多目的広場
●ソフトボール、ゲートボールなど
●多様な利用が可能な
　クレイグラウンド

ふれあい広場
●せせらぎ水路、芝生広場、
　アート広場

休憩広場
●芝生広場、芋煮広場、
　ステージ

多目的コート
●スケートボード
●スリーオンスリー
●ハードコート

（赤川河川緑地ふれあい広場　完成イメージ図）
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駐車場

ふれあい広場
田田大橋

駐車場

休憩広場

多目的広場

駐車場
駐車場

スポーツ広場

赤 川

赤 　 川

看板

監視カメラ

引込柱

通路

車止

青
龍
寺
川

連結ブロック

連結ブロック

連結ブロック

物置

スポーツ広場
●サッカーなど
●多様な利用が可能な芝生のグラウンド

動物ふれあい広場
●芝生の広場

エントランス
●駐車場の近くに配置
●トイレ、あづまや、水飲み場など

ランニングコース
●広場外周道路を活用
●500ｍ、1000ｍ、1500ｍを設定

遊具広場
●スイング遊具など

親水護岸
●水に近づける階段護岸

管理施設
●管理棟、トイレ、倉庫
●駐車場
●案内板

多目的広場
●ソフトボール、ゲートボールなど
●多様な利用が可能な
　クレイグラウンド

ふれあい広場
●せせらぎ水路、芝生広場、
　アート広場

休憩広場
●芝生広場、芋煮広場、
　ステージ

多目的コート
●スケートボード
●スリーオンスリー
●ハードコート
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み
か
わ
の
魅
力
を
お
届
け
し
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税

　

自
然
豊
か
で
、
活
気
溢
れ
る

ふ
る
さ
と
＂
み
か
わ
＂
を
未
来

の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
本
町
で
は
、「
三
川
町
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
制
度
」
を
設
け
て
、

町
外
に
お
住
ま
い
の
方
々
か
ら

も
町
が
取
り
組
む
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
つ
い
て
支
援
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

町
外
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

の
「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た

い
」、「
ふ
る
さ
と
の
未
来
づ
く

り
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
想

い
を
、
寄
附
を
通
じ
て
実
践
し

て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
こ
の
寄
附
を
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
の
意
向
に
沿
う
よ
う

に
、
町
の
施
策
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

寄
附
に
対
す
る
お
礼
と
し
て

町
の
特
産
品
を
贈
っ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
、
町
の
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
特

産
品
の
生
産
振
興
に
も
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
全
国
に
通

じ
る
大
き
な
市
場
と
捉
え
、
今

後
も
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

な
が
ら
産
業
振
興
と
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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き
ら
り
と
輝
く
ま
ち
の
花

菜
の
花
キ
ラ
リ
ボ
シ

　

キ
ラ
リ
ボ
シ
は
、
近
年
に
な

っ
て
登
場
し
た
菜
の
花
の
新
品

種
で
す
。

　

三
川
町
で
は
、
全
国
に
先
駆

け
て
キ
ラ
リ
ボ
シ
生
産
に
取
り

組
み
、
平
成
13
年
に
キ
ラ
リ
ボ

シ
の
種
子
を
生
産
す
る
た
め
の

許
諾
契
約
を
「
東
北
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

キ
ラ
リ
ボ
シ
は
、
菜
種
油
用
、

菜
花
（
野
菜
と
し
て
食
べ
る
）

用
の
2
つ
の
用
途
に
分
け
て
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
、
そ
の
原
種
の
種
子

を
生
産
・
管
理
し
、
生
産
者
は

そ
の
種
で
菜
種
や
菜
花
の
生
産

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
菜

種
を
絞
っ
て
採
れ
る
菜
種
油
の

精
油
作
業
も
町
内
に
あ
る
施
設

で
行
っ
て
お
り
、
キ
ラ
リ
ボ
シ

は
種
の
生
産
か
ら
油
の
加
工
ま

で
全
て
の
工
程
が
町
内
で
行
わ

れ
て
い
る
生
粋
の
三
川
町
の
特

産
品
で
す
。

　

キ
ラ
リ
ボ
シ
の
種
に
は
、
心

臓
に
悪
い
と
さ
れ
る
エ
ル
シ
ン

酸
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
家
畜

の
え
さ
と
し
て
与
え
る
と
有
害

な
グ
ル
コ
シ
ノ
レ
ー
ト
が
少
な

い
の
が
特
徴
で
す
。
キ
ラ
リ
ボ

シ
は
、
菜
花
特
有
の
苦
味
が
な

く
、
甘
く
生
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

町
の
特
産
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
の
種
と
し
て
、
小
さ
な
自

治
体
か
ら
キ
ラ
リ
と
光
る
取
組

実
践
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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み
か
わ
の
四
季
を
映
し
だ
す

み
か
わ
の
ま
つ
り

　

三
川
町
で
は
四
季
に
合
わ
せ
、

年
4
回
の
お
祭
り
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
町
民
み
ん
な
で
み
か

わ
の
四
季
を
感
じ
、
旬
を
味
わ

い
ま
す
。

︻
春
︼

　

毎
年
5
月
5
日
に
「
菜
の
花

ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

町
の
花
「
菜
の
花
」
が
一
面
に

咲
く
菜
の
花
畑
を
会
場
と
し
た

菜
の
花
娘
写
真
撮
影
会
や
、
ダ

ン
ス
フ
ェ
ス
タ
な
ど
で
、
三
川

の
春
を
彩
り
ま
す
。

︻
夏
︼

　

8
月
下
旬
に
「
納
涼
祭
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
よ
さ
こ
い

の
披
露
や
み
ん
な
で
踊
る
三
川

音
頭
な
ど
、
熱
い
夏
の
夜
を
、

さ
ら
に
熱
く
演
出
し
ま
す
。

︻
秋
︼

　

11
月
上
旬
に
「
み
か
わ
秋
ま

つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

文
化
の
秋
を
テ
ー
マ
に
、
作
品

展
や
音
楽
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、

「
み
ん
な
で
秋
の
感
謝
祭
」
を
新

た
に
開
催
し
、
採
れ
た
て
農
産

物
の
提
供
や
、
町
内
企
業
と
の

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　︻
冬
︼

　

2
月
上
旬
に
「
み
か
わ
あ
っ

た
か
冬
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
庄
内
の
食
を
堪
能
す

る
ま
つ
り
で
、
冬
の
味
覚
が
心

と
体
を
暖
め
ま
す
。
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春　菜の花まつり

秋　みかわ秋まつり ・
みんなで秋の感謝祭

夏　納涼祭

冬　みかわあったか冬まつり
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みんなが
安心して

暮らせる町

礎

成人しました
ありがとう !

田んぼ♡

I ♡三川

居心地が
いい♪

みんなの
三川

みんな優しい
あったかい町♡

心のふるさと
三川
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【特集】新成人が想うみかわ

平成28年8月15日に行われた三川町の成人式に参列したみんなに、

「みかわの好きなとこ」 や「みかわの将来」 など、 わたしが想う

みかわを聞いてみました。

新成人のみんなは、 みかわのことを

どう思っているのかな ?
平和なところ

ひとりひとりが
キラキラした

三川

米が
美味しい !

青空

　　きれい

　　　　いい青春!!

みんな大好き～ !

菜の花が
きれい !

大好き♡
三川町

自然が
いっぱい
(^^)
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【町内会等別世帯数と人口の推移】� （単位:人、世帯）

町内会等名
世帯数 人　口

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年
横 山 上 104 151 158 153 393 506 511 499
横 山 中 73 106 135 150 265 371 460 496
横 山 下 76 75 88 113 323 307 334 407
土 橋 40 40 38 38 180 172 153 137
助 川 47 48 49 48 225 208 193 174
堤 野 20 20 20 20 95 84 73 69
横 内 55 57 55 55 235 219 194 191
竹 原 田 14 15 14 13 70 62 57 52
加 沼 19 19 19 19 104 101 88 78
小 尺 21 21 19 18 94 83 70 57
横 川 75 77 74 87 336 326 285 324
横 川 新 田 17 17 17 ー 85 79 74 ー
な の 花 荘 1 1 1 1 49 50 56 80
消 防 学 校 1 ー ー ー 39 ー ー ー
青 山 80 83 89 87 339 336 327 320
天 神 堂 55 56 71 84 235 225 207 263
尾 花 23 22 19 18 81 74 65 50
猪 子 185 217 212 232 780 791 757 759
成 田 新 田 127 126 122 122 545 528 476 450
東 沼 51 51 49 47 223 214 196 195
す み よ し 41 41 41 40 189 187 173 156
三 本 木 91 91 93 95 393 413 466 541
袖 東 町 143 136 124 160 330 328 337 402
桜 木 町 ー 33 34 36 ー 110 111 119
対 馬 86 60 56 54 355 263 231 224
上 町 142 154 164 163 529 640 613 572
押 切 中 町 180 185 197 189 638 603 602 530
押 切 下 町 87 90 88 86 311 314 273 251
落 合 28 27 26 27 123 109 98 106
土 口 68 69 68 64 315 300 251 226
合 計 1,950 2,088 2,140 2,219 7,879 8,003 7,731 7,728

※桜木町は、平成 15 年 4 月 1 日に新設� 資料 : 国勢調査（各年 10 月 1 日現在）
※横川と横川新田は、平成23年4月1日に横川に合併
※消防学校は、入学時期の変更により、平成17年以降のデータなし

土 地

人 口

【位置・面積】
総面積　33.22k㎡
東　西　6.6km/南北　8.7km
海　抜　横山12m　猪子8m　押切9m

役場位置
　海　抜　8.89m
　東　経　139°49'～139°53'
　北　緯　38°45'～38°50'

【地目別面積の推移】� （単位:km2）

� 資料 : 固定資産概要調書（各年 1 月 1 日現在）
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教 育

【5歳階級別人口】� （単位:人）

※年齢不詳者除く
� 資料 : 国勢調査（平成 27 年 10 月 1 日現在）

【流出・流入別人口の推移】� （単位 : 人）

� 資料 : 国勢調査（各年 10 月 1 日現在）

【児童・生徒数の推移】� （単位 : 人）

� 資料 : 学校基本調査（各年 5 月 1 日現在）

【世帯数と世帯員数の推移】

� 資料 : 国勢調査（各年 10 月 1 日現在）

【人口動態の推移】� （単位 : 人）

� 資料 : 町民課（各年 1 月～12 月）

【進学率の推移】� （単位 :%）

� 資料 : 学校基本調査（各年 5 月 1 日現在）
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農 業

商 工 業

【主要農産物作付面積及び収穫量】� （単位 : 作付面積 ha、収穫量 t）

水　　稲 大　　豆 ネ　　ギ 枝　　豆
作付面積(ha) 収穫量(t) 作付面積(ha) 収穫量(t) 作付面積(ha) 作付面積(ha)

平成12年 1,790 11,000 282 564 22 19
平成17年 1,750 10,700 256 315 24 39
平成22年 1,630 9,670 293 355 18 22
平成27年 1,690 10,500 184 276 13 23

資料 : 山形農林水産統計年報、町産業振興課

【産業別事業所数と従業員数の推移】
　 平成11年 平成18年 平成24年 平成26年

製 造 業
事 業 所 数 48 43 44 37
従業者数(人) 907 810 869 820

建 設 業
事 業 所 数 68 74 70 74
従業者数(人) 482 356 311 334

卸 小 売 業
事 業 所 数 133 138 130 131
従業者数(人) 747 1,354 1,275 1,338

運 輸 ・
通 信 業

事 業 所 数 10 17 14 15
従業者数(人) 113 187 162 151

電 気 ・
ガ ス ・ 水 道

事 業 所 数 0 2 1 1
従業者数(人) 0 25 12 12

金融・保険・
不 動 産

事 業 所 数 7 9 17 16
従業者数(人) 31 49 74 68

農 林 水 産 業
事 業 所 数 9 9 13 14
従業者数(人) 31 53 94 83

サ ー ビ ス 業
事 業 所 数 127 199 168 180
従業者数(人) 496 1,415 1,321 1,494

公 務
事 業 所 数 ー 15 ー 12
従業者数(人) ー 619 ー 730

資料 : 事業所統計調査（各年 7 月 1 日現在）
経済センサス（平成 24 年 2 月 1 日現在）

〃　　　（平成 26 年 7 月 1 日現在）
※平成 11 年・平成 24 年は「公務」調査なし

【経営耕地面積の推移】� （単位 :a）

� 資料 : 農林業センサス（各年 2 月 1 日現在）

【農家人口と農業就業人口の推移（15歳以上）】� （単位 : 人）

� 資料 : 農林業センサス（各年 2 月 1 日現在）

【製造品出荷額等の推移】� （単位 : 百万円）

� 資料 : 工業統計調査（各年 12 月 31 日現在）

【年間商品販売額の推移】� （単位 : 百万円）

資料 : 商業統計調査（平成 26 年のみ 7 月 1 日現在、以外の各年は 6 月 1 日現在）
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財 政

【一般会計決算額（歳入）の推移】
区　　分 平成2年度 平成12年度 平成22年度 平成27年度

決算額（千円） 構成比（%） 決算額（千円） 構成比（%） 決算額（千円） 構成比（%） 決算額（千円） 構成比（%）

町 税 493,761 15.8 593,300 14.1 901,099 20.4 941,368 19.9

地 方 譲 与 税 68,220 2.2 52,796 1.2 53,221 1.2 45,728 1.0

利 子 割 交 付 金 18,751 0.6 20,250 0.5 1,917 0.1 1,337 0.0

自動車取得税交付金 35,703 1.1 28,928 0.7 12,199 0.3 8,104 0.2

地方消費税交付金 ー ー 79,158 1.9 85,227 1.9 156,975 3.3

地 方 特 例 交 付 金 ー ー 17,067 0.4 13,824 0.3 5,069 0.1

地 方 交 付 税 1,343,432 43.0 1,930,524 45.9 1,665,743 37.7 1,561,333 33.0

交通安全対策特別交付金 1,424 0.1 1,301 0.0 1,852 0.0 1,586 0.0

分担金及び負担金 44,256 1.4 47,500 1.1 43,428 1.0 38,490 0.8

使用料及び手数料 53,460 1.7 20,320 0.5 21,783 0.5 22,416 0.5

国 庫 支 出 金 53,269 1.7 250,614 6.0 538,216 12.2 354,309 7.5

県 支 出 金 186,520 6.0 262,641 6.2 278,522 6.3 282,237 5.9

財 産 収 入 43,206 1.4 50,417 1.2 4,238 0.1 7,554 0.2

寄 附 金 5,669 0.2 17,229 0.4 748 0.0 522,836 11.0

繰 入 金 141,127 4.5 124,465 3.0 94,410 2.1 22,984 0.5

繰 越 金 101,322 3.2 137,740 3.3 174,339 3.9 211,311 4.5

諸 収 入 74,692 2.4 59,694 1.4 40,247 0.9 56,254 1.2

町 債 459,100 14.7 512,500 12.2 490,400 11.1 492,900 10.4

計 3,123,912 100.0 4,206,444 100.0 4,421,413 100.0 4,732,791 100.0

【一般会計決算額（歳出）の推移】
区　　　分 平成2年度 平成12年度 平成22年度 平成27年度

決算額（千円） 構成比（%） 決算額（千円） 構成比（%） 決算額（千円） 構成比（%） 決算額（千円） 構成比（%）

議 会 費 85,384 2.8 95,049 2.4 58,177 1.4 71,072 1.6

総 務 費 657,033 21.8 614,664 15.2 654,195 15.5 909,521 20.2

民 生 費 228,884 7.6 462,835 11.5 785,695 18.5 923,685 20.5

衛 生 費 126,156 4.2 292,994 7.3 160,757 3.8 142,124 3.1

労 働 費 5,309 0.2 8,130 0.2 10,323 0.2 5,272 0.1

農 林 水 産 業 費 319,706 10.6 425,763 10.5 314,258 7.4 329,512 7.3

商 工 費 570,796 19.0 142,700 3.5 102,287 2.4 130,346 2.9

土 木 費 214,265 7.1 344,984 8.5 322,342 7.6 391,412 8.7

消 防 費 122,975 4.1 151,037 3.7 197,042 4.7 404,474 9.0

教 育 費 415,966 13.8 886,990 22.0 940,340 22.2 703,913 15.6

災 害 復 旧 費 ー ー ー ー ー ー ー ー

公 債 費 264,389 8.8 615,337 15.2 688,738 16.3 496,853 11.0

諸 支 出 金 533 0.0 100 0.0 ー ー ー ー

予 備 費 ー ー ー ー ー ー ー ー

計 3,011,396 100.0 4,040,583 100.0 4,234,154 100.0 4,508,184 100.0
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発刊にあたって

Symbol of Mikawa

三川町町民憲章

　我が国の社会経済情勢は、人口減少社会の到来、少子高齢化のさらなる進行、経
済のグローバル化や高度情報化の進展、安全・安心や環境保全意識の高まりなど急
激に変化してきています。特に地方にとって人口減少は今後ますます本格化する一
方であり、地方経済の競争力は低下し活力が失われていくことが懸念されます。
　このような中であっても、地方における住みよい環境の実現を図るため、雇用創
出や人材育成、子育てにやさしい地域づくりを推進しながら、地方への人の流れを
創りだす施策が求められています。
　本町においても、人口減少に対する種々の方策を講ずるとともに、恵まれた地域
特性を生かしたまちづくりをこれまで以上に推進しながら、魅力あるまちづくりに
向けて取り組んでまいります。

三川町長　阿　部　　誠

町　章 町の木・けやき 町の花・菜の花

　わたくしたちは、この憲章を道しるべとし、美しい三川の自然をまもり、田園の町づくり
につとめます。

1　ふるさとを愛し、川も緑もきれいな町にしましょう。
1　きまりを守り、心のふれあう明るい町にしましょう。
1　たがいに助け合い、しあわせな住みよい町にしましょう。
1　健康で働き、ゆたかでいきいきとした町にしましょう。
1　教養を高め、文化の薫るのびゆく町にしましょう。
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交通のご案内

JR 鶴岡駅からバスで 15 分

庄内空港から車で 10 分

庄内空港 I.C から車で 10 分
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